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　私はこのイタリア派遣事業を通して、
計り知れないほどの経験を積むことが
できました。それに、初めてのことば
かりで、慣れない環境に困ったり、悩
んだり、試行錯誤していく中で初めて
感じることがたくさんありました。
　日本に帰ってきたときには、言葉が
通じることさえありがたかったです。
安全に元気で帰ってこられたのも、出
発までに準備を進めてくださった方々、

そして、一緒にイタリアへ行ってくだ
さった皆さん、さらにイタリアへ行く
ことを、大騒ぎして喜んでくれた家族
のみんなのおかげです。このご恩は、
これから先にこの経験をつなげ成果を
出すことで返します。
　最後に、セミナリヨ再現事業に参加
すると決めて、イタリアへ行くきっか
けを作ってくれた自分にも、ありがと
うと言いたいです。

　本当にかけがえのない勉強をさせて
頂きました。小学生の時から本を読ん
でいましたが、それは本当にごく小さ
なことで、レベル違いでした。実物を
見て、話を聞いたりするのは、それ以
上ない貴重な体験と勉強法でした。
　今回ローマに行って、ローマと南島
原市とのつながり、天正遣欧少年使節
のことを国際的に研究したいと思って
いた気持ちが強くなり、絶対に研究す

るという気持ちに固まりました。今回
体験したことは必ず将来につながると
思うので、今回のことも含め、もっと
本などを読み、今できる限りのことを
調べ、将来につなげていきたいです。
　今回私がローマに行くことを応援し、
支えてくれた親や、準備をしてくだ
さった市の方々に深く感謝しています。
ありがとうございました。
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｜特集｜ 平成遣欧少年使節 イタリア派遣事業

　かつて、戦国時代の南
島原に、イエズス会の中
等教育機関「有馬のセミ
ナリヨ」が創立され、13
～14歳の少年たちが語学
や音楽などを学び、４人
の少年たちがキリシタン

大名の名代としてヨーロッパへ派遣されました。これが、
有名な天正遣欧少年使節です。
　この少年使節の功績やセミナリヨなど地域の歴史を学ぶた
め、市内の中学生を対象に「セミナリヨ授業再現事業」を１
泊２日の日程で開催します。
　なお、この再現事業は「平成遣欧少年使節海外派遣事業」
および「天正遣欧少年使節ゆかりの地海外派遣事業」の選考
会を兼ねており、参加者の中からそれぞれの事業について派
遣団員を選考し海外へ派遣します。（詳細日程は派遣先との調
整がつき次第決定します。）
　詳細は市ホームページをご覧ください。

●参加資格…市内に住所を有する中学生
●開 催 日…４月29日㈯～30日㈰
●場　　所…願心寺（北有馬町）ほか
●参 加 費…２,０００円（食事代・保険料など）
●募集定員…22人
●申込方法…参加申込書に必要事項を記載の上、各中学校へ
提出

※市内に住所を有する中学生で、市外の中学校に通う生徒は直
接、南島原市世界遺産市民協働会議宛てに提出してください。

◆参加申込書の様式は、下記（市ホームページ）よりダウンロー
ドできます。

　http://www.city.minamishimabara.lg.jp/page6274.html 
●申込締切…4月20日㈭

問〒859-2211 西有家町里坊96番地2
　南島原市世界遺産市民協働会議事務局 ☎７３－６６３１
 （企画振興課地域政策班内）担当：大嵜・山口

『セミナリヨ授業再現事業』
参加者募集!!

中学生のみなさんへ

口之津中学校 ２年

小 玉  亜 澄さん
北有馬中学校 ２年

松 井  咲 環さん
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キエーティ高校の図書館

キエーティ県庁内での意見交換会

経済界との意見交換の様子

ホストファミリーと、抱き合って
別れを惜しんだ

本格的なオペラ座や美術館がある

記念品の交換を行う両市長

さあ すみ わ


